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(久留米師団)長らの題字を付して刊行している｡ その ｢行進歌｣は,一番に ｢六千余万の同胞





































































































































































という側面から賛美されることとなったのである｡ 玄洋社 - 『九州日報』の価値観が,彼の意
識とは関わりなく,清水の死にそのような意義を付与したのである｡
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命を軽んずる者とし,其甚 しきに至 りては 陛下の為に大切なる公民 (おはみたから)を失な
はしめたるは,殆んど之を不忠節なる者の如 く論ずる者有るに至 りては,穿聖も亦甚だしと謂
ふべき欺--彼非論者の言はアンマリなり--戎者は昔て某教員が 聖影を火中に奉出して,
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まったく結了したわけではなかった｡ ｢四月中旬に入 り貴族院の江木千之 (茶話会- 引用





















































































































































































































































一つは,明治国家 ･天皇 ･国民 ･憲法 ･教育勅語などを,あくまで欧米諸国とは異なる日本
の独自性,伝統の位相において捉え,欧米諸国との異質性を強調することによって,日本の主

























































1) 小股憲明 ｢天皇制立憲体制下のイデオロギー構造と国民像- 日露戦争後の議会にみる- ｣｡
『社会福祉評論』第50号,昭和58年3月,大阪女子大学社会福祉学札 所収｡
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30) 葦津耕次郎 ｢山川健次郎氏と俺 (駅夫自殺事件)｣｡葦津珍彦編 『葦津耕次郎追想録』所収,昭
和45年,非売品,福岡県立図書館郷土資料室所蔵,58-62頁｡葦津珍彦は葦津耕次郎の子｡
31) 『九州日報』,明治44年12月1日｡ ママ






37) 大森団次郎 ｢清水氏自殺問題 (≡) 山川先生に間ふ (上)｣｡『九州日報』,明治44年12月7日｡
38) 大森団次郎 ｢清水氏自殺問題 (四) 山川先生に間ふ (下)｣｡『九州日報』,明治44年12月8日｡
39) 『九州日報』,12月12日,19日｡
40) 前掲 『男爵山川先生伝』,214頁｡
41) 前掲葦津耕次郎 ｢山川健次郎氏と俺 (駅夫自殺事件)｣｡葦津珍彦編 『葦津耕次郎追想録』,59-










45) 前掲葦津耕次郎 ｢山川健次郎氏と俺 (駅夫自殺事件)｣｡葦津珍彦編 『葦津耕次郎追想録』,60頁｡
46) 前掲 『玄洋社社史』参照｡
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の関わりについては記述がない｡













59) 前掲 『男爵山川先生伝』に拠る｡なお,故山川男爵記念会編 『男爵山川先生遺稿』,昭和12年,
故山川男爵記念会,非売品,がある｡
60) 前掲 『大日本帝国議会誌』第8巻,1353頁｡































































86) 明治28年 3月30日,高等師範学校卒業式 ｢西園寺文部大臣演説｣｡ 『官報』第3525号,明治28年
4月4日｡
87) 明治29年 3月31日,高等師範学校卒業式 ｢西園寺文部大臣演説大意｣｡ 『官報』第3826号,明治
29年4月4日｡ただし中川小十郎秘書官代読｡
88) 竹越与三郎 ｢国民の気風｣｡ 『教育公報』(帝国教育会機関誌)215号,明治31年9月15日｡
89) ｢徳育は忠孝に非ず｣｡『日刊世界之日本』,明治30年10月2日｡
90) 西園寺公望や竹越与三郎の ｢世界主義｣については,野沢正子 ｢世界主義｣(本山幸彦編 『明治
教育世論の研究』上,1972年,福村出版,所収)に詳しい｡また,拙論 ｢日活 ･日露戟間期にお
ける新教育勅語案について｣ (『人文学報』64号,平成元年3月,京都大学人文科学研究所)参照｡
91) 蕨村 ｢根本的改革｣｡ 『寓朝報』,明治31年9月21日｡
92) 明治31年9月25日付 ｢石川舜台意見書｣｡ 『京華日報』,明治31年10月9日｡
93) 論説 ｢言論の取締りに対する政府の責任｣｡ 『京華日報』,明治31年9月30日｡
94) 論説 ｢内務省の暴論｣｡ 『京華日報』,明治31年10月13日｡
95) ｢西園寺文部の談話｣｡ 『教育時論』370号,明治28年7月25日,30頁｡
96) 江原素六の事件については,久木幸男の最新の研究 ｢江原素六教育勅語変更演説事件｣ (『仏教
大学教育学部論集』第4号,平4年12月,所収)に詳細である｡
【後記】 小論のための史料収集に当たって,社団法人玄洋社記念館財部一雄氏に種々ご教示頂いた｡記し
て感謝の念を表したい｡
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